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『あじさい～Ortensia（イタリア語）～』の由来は病院脇に咲いていて、花言葉に【辛抱強い愛情】【家族の結びつき】

とあります。花言葉の通り、職員一丸となって深い愛情をもって接していきます。

『わたしの幸せライフスタイル』

　わたしは充実した楽しい日々を送っていますが、皆さんはどうです

か？

　当院は、『総ての患者さまが納得して満足する医療を提供できる病

院を目指す』という、理念を掲げています。

　患者さまに最高の医療パフォーマンスを提供するには、スタッフ自

身も休日を取り心身ともにリフレッシュをして、生活にゆとりを持ち、

充実したライフスタイルを送ることが必要不可欠だと思います。当院

では、季節ごとに様々な院内行事を催していますが、患者さまやス

タッフのリフレッシュ、明日への活力の一助になればと願っています。

　因みに、わたしのプチリフレッシュは、休日の寝坊と淹れたてのコー

ヒーを飲みながらのDVD鑑賞です。DVDは何と言ってもアメリカドラ

マ！アクションものから、サスペンス、恋愛ものまでジャンルの幅が広

く、内容も全て面白く､一度観出したら止まりません。いつのまにか

気がつくと、手にあったコーヒーがワインになっていて、1日が終わっ

ちゃった・・・なんてことも（笑）。幸せな休日はあっという間ですね。

■■■■■■■■■■■■医師挨拶～第5号によせて～

リハビリテーション科

部長 永井 美穂

第5回IMSリハビリテーション学会
平成29年1月15日（日）に第5回IMSリハビリテーション学会が

東京ビックサイトで開催されました。今年はグループ全体のセラピ

ストで1,000名を超える参加と80演題ほどの発表がありました。

当院は理学療法士の水島裕一主任が『歩行と上肢の関係性

について』の演題で発表しました。他の発表より多くの方が聴講

しに来ており、活発な質疑応答がなされていました。

学会の最後には、当院リハビリテーション科技師長 福留大輔

が第6回学会長に就任し、より患者様のためになる学会運営に

なることを宣言し終了しました。

検査当日に結果を説明

させていただきます！

また、結果報告書を１週

間以内に郵送しますので、

あとで結果確認もしてい

ただけます！

わたしがご案内させていただ

きます。電話・ホームページか

らご連絡おまちしております。

毎週水曜13時から１日に1名様限定

（夫婦可）、事前予約制で行っております。

検査内容はMRI・MRA・ABI・頚部超音波

検査を行います。お気軽にお問い合わせく

ださい。 MRI画像

MRA画像

脳ドックのご案内 オウトクリア院内研修

平成29年1月31日（火）2月1日（水）の2日間で計4回、平成28年度入

職者などを対象とした感染対策「オウトクリア（嘔吐物・排泄物処理対策キッ

ト）の使用方法について」研修会を行いました。

参加した職員はまず使用手順をビデオで学び、講師の手本を元に実際に

防護服の着用からおう吐物の拭き取りや廃棄まで行いました。

この研修会を行うことで実際勤務中にオウトクリアを使用する場面が来て

も、あわてずに感染予防に努める事が出来るよう心がけていきたいです。

編集後記

今号のメインは餅つきです。年々職員の腕が上がり、つきたて

のおもちは柔らかくてモチモチですごく美味しかったです。私のお

気に入りはやっぱり定番の磯辺餅です。おかげさまで食べ過ぎて

しまい、１週間後の健康診断で引っかかってしまいました。汗

平成28年が終わり、平成29年がスタートしました。今年もご愛

読いただけるよう努力していきますので、よろしくお願いします。

地域連携室兼編集長 内野 由美子



新年餅つき大会

～笑う門には福来る～

　1月5日（木）毎年恒例となっている餅つき大会を病院正面玄関にて行いました。

　今年は例年以上にノロウィルスやインフルエンザが流行していましたので、直前

まで開催を慎重に検討し、当日は谷井院長の一声で開催が決定しました。

　自前の臼と杵でついた、つきたての餅はとても美味しく、また、イムスフェスタに

て販売されたイムス米（グループ職員が苗植えから収穫まで）で作った餅が、思い

がけず（？）美味しく好評でした。

　小豆やきな粉、ずんだなど、皆思い思いに餅を好きな味で楽しみ、年の初めに

院内全体で、士気を高め、たくさんの福を呼び込む事（？）が出来ました。

キャンドルサービス
　12月7日（水）厳かな雰囲気の中職員はキャンドルを持ち、谷井院長のあいさつで恒例のキャン

ドルサービスを開会しました。

　新人看護師２名が火の誓いを掲げ、看護部全員で「ナイチンゲール誓詞」を斉唱しました。病棟

では、サンタクロースに扮した永井先生が職員と一緒に病室へ訪問し、一人一人に手作りのカー

ドと写真をお渡ししました。サプライズのプレゼントに入院患者さまやご家族さまからは、笑顔と喜

びの声が上がりました。また看護部長、師長、主任の７名が、１週間前より特訓に特訓を重ねた

ハンドベルの名演奏？で懐かしいクリスマスソングを披露、入院患者さまより大きな拍手をいただ

きました。終わりに、南イタリア(？)風の飾りつけをした手作りカフェで、職員は美味しいケーキを

ほおばり、明日への英気を養いました。

　今後も入院患者さまとご家族さまの心の支えになるよう、グループの伝統行事を続けていきた

いと思います。

　平成28年12月13日（火）ヨコハマ　グランド インターコンチネンタ

ル ホテルにて、忘年会を行いました。

谷井院長による挨拶で会が始まり、本部業務部中野業務局長より

お言葉をいただきました。そして、片山看護部長の乾杯の音頭を合

図に、職員それぞれが美味しい料理をいただきながら歓談し、楽し

い時間を過ごしました。

会の中では、リハビリテーション科による余興の恋ダンス、錯覚ダン

ス、ピコ太郎、AKB48や、ビンゴ大会、豪華プレゼント抽選会などが

行われ、大変盛り上がり、あっという間に時間が過ぎていきました。

会の終わりでは、桑原副院長の挨拶と一本締めによって、平成28

年忘年会の締めくくりと、新年も職員一丸となり、より良い病院づく

りを誓いました。

平成28年忘年会


